






の中から、 『誹要辨』 （写本一冊、元文四年奥） 、 『 〔竹翁伝書〕 』 （写本残欠、 元文六年奥） 、 『蕉門発句十五味』 （写本一冊、 宝暦十年奥） 、 『極秘誹諧初重伝』一（写本欠一冊、 成立年次等不明）を翻刻紹介する。　
出雲国大社の手錢家 貞享年間に大社に移り住んだ喜右衛門長








































































































































































































































































御子へ対面の時は、其侭にてあひたまひ 孫 たまふときは、座を正 く、頭巾なと下 おきてあひたまふを 外よりたつねけるに、 子は我に近し、 孫 遠し。礼なくては有るま と。此心、俳諧の三句のわたりに かしこき心得成 へし。
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我より ろきをも、等輩にする本意也。わきを 迚も、其意肝要也。たゝ 即興即事の」 （
11オ）ほ句抔に、句むつかしく

















活気を以道 学ふときは、千里も一瞬 外になく 万境我心内に有りて外になし。見ぬもろこし 事を 、遠きあつまの空も、爰 遊ふに何んそ外 らんや。 只願ふらく 日新の功 日 らすあらはれ、風声都鄙にあまねくひとし らん事を。風子も、またよく予にひとしく忘るゝ事なかれ。猶うたかはし 人にたつねて是 明らめ、我知りたるは、人にも又斯く」 （
12ウ）のことくさとし、互ひにさ
























































































































































































































































04オ 「さはらはぬ」 は、 「さ


































































けりな、 あらしな、 かし たしな、 やな、 ならし、 らんより出 。
一
	













































































るしからす。下の七文字にて、雪はふりき 、松は高ふて、花はにほふて、かくのことく つく 、〳〵 字にておさへる也。
一
	























をは、を をして、のにせよとなり のゝ字 いくら入ても句にさはらはぬ物なり。をは、はと めて聞ゆる事もあり。かけはさやけきを、かけのさやけき な の類なり。
一
	











































































































連俳ともに、付合肌の事は大事あり。前句を離すして、しかもはなれ〳〵て、はなれぬやうにあるへし いかに句 らけたかくかさりたりとも 前句へこゝろ」 （
05ウ）かよはすは、不和
成ルいもせの如くにして、家をなすへからす。又、いかに付たりとも、前句野賤に下りな 其句主の心 まて花咲 ぬ事に成 ぬへし。よくのき心かよふたる そ、めてたくおほゆめ

















































































	 二〇．〇㎝ （序文 「先師空阿翁……落柿翁の」 を計測） 。
丁数……
	 五丁（墨付き五丁。ただし、本文 、本文共紙の裏表紙見返しまで書 込まれている） 。
奥書……



































































































































































































































































































































































































言云コトモ異国人ノマネヲスル事 好ム様ニ成ユクユヱ、今ノ世ニナリテハ、ヒナ哥ト云本名目 ハ取失ヒ 知モ知ヌモ誹諧々々ト漢語ニ云ナス事ハ、丁度ヤマト哥 云ヘキヲ和哥ト漢」 （
04ウ）語ニ
云ナレツレ、哥ト云ヘキヲ連哥ト漢語ニ云 レタルト同シ事。是等ハ旧染メ穢ト云 、五百年モ七百年モ染込タ事ユヘ 今更是ヲ改ムル事 ナラヌ事 □
（虫損）
□、道ヲ学フ者ハ、昔ハヶ様、今ハヶ様ト、古
今ノ移リカハリモ合点シテ居ネハナラヌ事、誹諧 遊フ者ハ、先此名目カラアサヤカニスメテ行ネハ、誹諧 シナカラ誹諧ノ誹ノ字モスメヌト云テハ、誠ノ誹諧宗匠ト 物ニテナキユヘ、初重相伝第一番ニ、先此事ヲ伝授スル事ソ。前」 （
05オ）モ段々申述ル通リ、此
















































































































ヤハラクトモ、カナウトモ、合フトモヨム 、五倫ノ間、打和ラキ、ヨク和合シテ 面白ク、ヲ シク ムツマシク 親シフ附
ツキ
合ヲ
スル心ノ字ソ。然レハ、誹ノ字ト諧ノ字ト ヲ熟シ合セテ誹諧ト云時ハ、ソシリヤ ラグ」 （
10ウ）ト云義理ニナル。偖、此ソシ



































者トモユヘ、人倫ニ非スト云心 是等ヲスベテ非人 云。日本テモ其通リ、能役者芝居者ノ類ハ、河原者」 （
12オ）ト云テ、人倫ヲ












シタリ、人ノ為ニ害トナル悪言ヲスルコ ハナヒ。唐テモ、昔聖人ノ世ニ、朝廷ニ誹謗 木 云ヲ置レテ、上カラ出ル御政事ノ、悪ヒト思フ事ハ用捨ナシニ此木ニ書付ヨト云板カ出シ ア 。是ヲ誹謗ノ木 云トアル。誹謗スルト云ハ、人ハ悪事ヲ誡シメ 其 ヲ善人ニ導ヒキ仕立ル事ユヘ、至極人 為ニナル善言テ ル。夫故唐テモ聖人カ道ヲ立テ、人ノ悪ヲ誡シメテ善人ニナル様ニ教誡スルヲ誹謗ト云アリ。四書五経ナト アルコトハ、皆人々ノ」 （
13オ）








然ニ八佾ト云ハ、 八六十四人ヲ ルコ テ、是ハ天子ノ舞楽ニ限タコトテアル。其下ノ諸候ハ、六六三十六人也。其下ノ大夫ハ、四四十六人ヲ以舞スルコトトキコユル 、己カ大夫ノ身ナカラ 天子同様ニ八佾ヲ舞ス ト云ハ、 狼
籍（ママ）
至極ナ事ト、 季氏ヲ散々ニ誹リ、
必此様ナ法外ナ ハ 事 ナヒ、兔角 ハ己カ分相応ナ事ヲシテ、少モ奢タコト、出過タ事ヲハスル物テナヒト 教ヘラレ コトテアル。是、孔子ホ ナ聖人ナレトモ、季」 （
14オ）氏ヲ誹ラレ
タハ、即諸人ヲ善道ニ導ノ教誡ノ旨テア 此類ノ事 四書五経ニ大分アル。又、今日テモ、主人ニ向ヒ主人ノ悪ヲキ シク諫言シテヤメサスルハ、主人ヲシカリ奉ル義。是カ即主人ヲ誹 ト云者、誹テ其悪ヲヤメサセ 善 ニスルハ教 場テアル。又、朋友ニ悪 ヲナス者カアレハ、夫ヲ見ヌ顔シラヌ顔ヲスルハ不実ナコトユヘ、トウソ其悪ヲ セテ善人ニセネハナラヌ。然共、直談ニ異見 スレハ却而迷惑スルコトモアルユヘ、是 直 不レ言 其者ノ別シテ心易イ者ナトヘ」 （
14ウ） 、咄ノ様ニ、誰々ハ聞ケハヶ様ナ事ヲセラ

















失ヲ救フヲモ、即箴ト云トアル 然レハ、五倫ノ悪ヲヤメサセントテ其人 誹ルハ、丁度 石ヲ以其人ノ病ニ刺ト同シコトユヘ ソシルト云。誹ノ字ハ、此箴ノ字ト同意ニナ 又、諫言ノ諫 モ同シコト。又、俗ニ異見教訓スルト云モ シ。然ニ、 」 （
16オ）ト





ハ四十四音ノ直音ト云ニナル。此四十四音カ変化自在シテ、千言万言モ出来タユヘ、和学ニハ本語伝ト云コト有テ、和語カ一ツ〳〵スマネハ、日本ノ学問ハスメルコトテナヒト云テアル。是ハ大キナコトテ、誹学ナトニハ強テ入用ノナヒコト レ モ、誹 ト云詞ヲスメル日ニナリテ 、此本語伝ト云所ヘ至ラスシテハ、スメヌコトテアル。先、 此 ルト云詞 、 後語ト云テ、 後ニ」 （
17オ）出来タ詞テ、












































モ、句ノ附合モ、和也、合也、 。 諧ノ字ノ心テナケレハナラヌ事ユヘ、今日世法即誹諧 誹 ハ即今日ノ世法 心得、世ノ交リノ指合去嫌ヲ考ルコ 、附合」 （
19ウ）ノ如ク人ニ交リヲムスフモ、
アマリ親シ過ヌ様ニ 又疎遠 ラヌ様 親疎ノ中道ヲ行様ニ心得世事万端ヲ
附ツケ
合ノ如クニ附合ヲナス時ハ、誹諧ヲ以一心ヲモ治メ、
身モ治メ、家モ治メ、事 ヨリテハ国ヲモ治メ 天下 モ治ムルニ是テ治メラレヌト云コトハナヒソ。偖 又誹
ハイ
ノ字、諧ノ字ト二字ヲ









見ヲスルニハ、直諫ヨリモ諷諫カヨイト云テアル。諷諫ト云ハ、物ニヨソヘナソ ヘ 詞ヲ和カニ ウツクシフ ヲカシウ、其人ト能和合スル様ニ物和 カニ異見ヲ
（虫損）
スルコトテ、是ヲヒナ哥ノ本意トス
ルコトユヘ、誹ノ字 其人ノ悪事ヲキヒシクソシル字ヲ出シ 其下ニハ諧ノ字ノ詞和ラカ 、 ウツクシウ、 シウ云道理ノ字 ツヽケテ書、誹 ハ人ニ異見教誡ノ為 スル句モ 表ニ埋
（ママ）
屈ヲキヒシク
セメスシテ 詞ヲ和ラカニ、ウツクシ 、面白 云ナスヘキコトヲ教ユル」 （
21オ）為ニ、誹諧ト二字ヲムスンデ、ヒナ哥ノ和語ヲ当






ト云字テ、即誹諧ノ誹ノ字ヲ二 ニワケレ 言ト 字 ナル。是ハ其哥其連哥ノ悪ヒ所ヲ誹テ云ヲ、 哥ノ病ニ針ヲサス 同シ事此非言ヲ書ニモ、アマリ嘲哢 タ様ナ詞ヲハ不 書 随分物和ラカ
ニ、面白ヲカシウ書カ諧ノ字ノ心持テアル。偖、是マテニテ誹諧ト書テヒナ哥トヨムヘキ古名ノ伝ハスム。并、ヒナ哥ノ当字ニ誹諧ト書二字ノ伝説スム。是カラ誹諧字論ノコトヲ申」 （
22オ） 。偖、前ニ
モ段々申シタ通、ヒナ哥ト云和名ニ誹諧 二字 書始メラレタハ、延喜ノ御代ノ古今集カ始メテ、 其後モ皆此言扁ノ字カ書テアルユヘ勅撰ヲ鑑トシテ、イツマテモ是ヲ用ユルコトテアル程ニ、千年コノカタ、哥道ハ今以此 テアル。又、今ノ誹諧ニ成テモ、伊勢ノ守武、山崎宗鑑 西山宗因、松永貞徳 北村季吟、芭蕉翁マ 、スヘ 言扁ノ字テアル。既、芭蕉翁在世ノ撰集、七部ノ書ニモ、不残古今集ノ通ニ言扁ノ誹ノ字書テアル。殊ニ、 芭蕉ノ正風体ト云ハ」 （
22ウ） 、





マシテ地下人ナトハ、勿論手サシヲスルコトナラス 事殊 芭蕉ハ古今集ノ誹諧哥ヲ本 セラレタ事 古今 誹諧ノ
字（虫損）
ハ、猶々大














ノ俳諧ハ二千餘歳ノ昔 名有テ、周秦 頃ヨリ諷諫ニ知ラレ、漢魏ノ間ニ談笑ヲ弘ムレハ、史記ニハ孔門ノ四書ニナソラヘ、ナトヽ唐ノ俳諧ヲ取出シテ、日本勅撰ニアル言扁ノ字ハ、貫之公ノ誤リト、 勅撰ノ撰者ニ誤ヲツケ 今ヨリ我家 ハ人 ヲ用ユヘシ」 （
24ウ）
ト云芭蕉ノ文ヲ偽作シテ、天下ノ人ヲ誣ツケタレトモ、誰有テ一人モ是ヲ難スル者モナク、 其頃支考ニ太刀ノ合フ誹人一 モ ヒ 、皆誣ツケラレテシマウタレトモ、 是 蕉翁ノ本意テナイ 云コトハ、写本ニ去来遺稿 云テ、芭蕉ニ聞レタコトヲ書集メテ置レタ書 一巻アル。是ヲ見ルニ、 我家ニハ言扁 ヤメテ人扁ヲカケナト云コト、一向ナヒ。唯、我誹諧ハ古今ノ誹諧哥ヲ本トスルト云コト 段々書テアルユヘ、言扁ヲ改メルナト云コト、一向芭蕉ノ本意テハナヒ。然レハ、彼支考カ古」 （
25オ）今抄ニアル芭蕉ノ序文ト云ハ、全偽



































今ハ美濃流ノ者ハカリテモナク、其角流ヤ嵐雪ノ流 立テ、昔ハ言扁ヲ書タ人々モ、今 大カタ支考流ノ通ニ 皆人扁ヲヨイト心得用ユル様ニ成テアルハ 偖モヽヽ歎カハシイコト レトモ、手前ノ暗
（虫損）

























モアリテ、俳優雑戯ト云ハ 今ノ世ニアル能、狂言、哥舞、アヤツリ、獅子舞、傀儡師、物真似、軽口、豆蔵、チヨンガリノ類ハ スヘテ俳優雑戯テ 此類ハ唐」 （
27ウ）テモ日本テモ河原者ト云テ、
乞食非人ノ一類ユヘ 唐テモ倫界ヲ削ルト有テ、人間ノ部ヘハ入ラレヌ者故、是ヲ非人ト云テ、即文字モ人扁ニ非ト云字ヲ製シテ、河原乞食ノ一類 アルユヘニ 人扁ノ俳ノ字ハ 和訓ニタチモトヲルトヨム。タチモトヲルト云ハ、トンズクシケツシテ舞ヲナス ノコト。神代巻ニ、面ニ丹 ヌリ、手ヲ上 足ヲ上ル 俳優者 テル。此類ハ、至テ卑賤ノ者ノコトヲ云。然ルニ 月花ヲメデ、和哥ノ道ノ風雅ニ遊フ者カ、 豆蔵ヤチヨンガリノ中間デ有フ様カナヒニ、支考カメツ」 （
28オ）タニ人扁ヲ書タガルハ、ハイカイ師モ、豆蔵




ノ音ノト云ハ、音ノセンサクテ、是ハ唐ノ事 コソ レ 神学哥学ナトニハ音 センキ、穴勝入ヌコト。其上、唐テ文字ヲ作 其文字一ツ一ツニアチ 学者カ音ヲツケルニモ、メツホウ チ 付タ物テモナイ。スヘテ文字ニハ扁ト作リ 云物カ有テ、字ト字 ヲ合セテ文字ヲ作リ広メタ物テ、其字 ト云ハ、扁ニ」 （
28ウ）ハカ

































カ咎ヲ師匠ニマテ恥ヲカヽセル様ナコトヲ致シタヤツテ 今天下ニ芭蕉ノ俳諧ヲ崩シタモノハ、其角 嵐雪ハカリテハ ヒ。第一ハ此売僧カ過半崩シタコトテアル。偖又、言扁ニモヒノ音モハイノ音モ共ニ有コトナレトモ、 ハヒ 音ヲ表ニシテ イ 内ニ持セ、又人扁ハハイノ音ヲ表ニシテヒノ音 内ニ持セ アル 云コト 爰テ序ニ合点ノ行様ニ申 サ タケレトモ 是ハ古今集ノ誹
ヒナウタ
諧哥ヲ
取サバク大切ナコト故、此義ハ別 二重相伝 部ニ入 ル。今日ハ」 （
30オ）先初重相伝ユヘ、是ハ又重テノ事。偖、今日ノ相伝ハ












































『 〔竹翁伝書〕 』 （
07ウ）














 誹諧初重伝』 （巻末） ）
